
技 術 部 報 告

平成 30 年度 第 26 号

National University Corporation 

Kitami Institute of Technology

国立大学法人北見工業大学 



技術部報告巻頭言に寄せて 

 

                             技術部長 三上 修一 

 

 日頃より多くの皆さまからご支持を頂いておりますことをこの場をお借りして厚く御礼申し上げ

ます。 

 技術部は、北見工業大学における教育・研究環境の支援を目指しております。1992 年（平成 4 年）に

発足し、2008 年（平成 20 年）から２室４グループ体制で業務を担って参りました。この間、大学の果

たす役割は教育研究に加えて地域貢献や国際貢献など幅広い役割が求められるように変化しておりま

す。この時代の要請に的確かつ効率的に対応するための組織改革について検討して参りました。その結

果、これまで「情報処理支援グループ」、「環境安全支援グループ」、「ものづくり支援グループ」、「機器

分析支援グループ」の４グループを整理統合し、今年４月１日より「大学運営支援グループ」、「教育研

究支援グループ」の２グループ体制で新たにスタート致しました。グループ間を統合することにより学

内の教育･研究に関するニーズばかりでは無く社会の要望にもより柔軟に対応することが可能となり、

全学で生ずる多様なニーズに対応することが可能となると考えております。これにより教育・研究等に

対する全学的支援業務を担って参りたいと考えております。 

 現在、本学では平成 29 年度より大幅な大学改組を行い早くも 3 年が経過しております。高度専門技

術者として活躍できる技術者の育成のため、技術部では教育研究への支援と工学基礎教育の充実に向け

た支援に注力しております。また地域の連携に基づき、理科教育やプログラムミング教育などへの支援

を通じて、未来のエンジニアに向けて工学への関心を高めるための活動の一端を担っております。さら

に 3 大学連携構想による文理連携の連合大学機構構想の実現に向けて検討が進められております。北海

道の広大な地域に分散して教育研究活動を発展させるためには、技術部に課せられる教育・研究支援の

役割が益々大きくなり、技術職員個々の力を結集する場面がより一層増すことが予想されます。一方で、

技術部は学内におけるその必要性を技術力によって自ら説明し、その業務の幅を広めていかなければな

らないとも考えております。今後も皆様のご期待に添うよう努め、日々技術教育や研究を円滑に支援す

る専門家集団を目指して前進していきたいと思います。今後ともどうぞよろしくお願いします。 
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Raspberry Pi を使ってみました

発表者名：宇野 珠実

  所 属 グ ル ー プ 名 ： 情 報 処 理 支 援 グ ル ー プ

1． Raspberry P i と は

R a s p b e r r y  P i (ラ ズ ベ リ ー パ イ 、略 称 ラ ズ

パ イ ) は シ ン グ ル ボ ー ド コ ン ピ ュ ー タ で

あ り 、 教 育 用 途 と し て 想 定 さ れ て い る 。

・ PC と 比 べ る と 安 価 (表 1 )

・ 豊 富 な イ ン タ フ ェ ー ス (表 2 )

・ 様 々 な 外 部 セ ン サ を 接 続 可 能

・ OS が 選 択 可 能 で あ り 、 使 い 慣 れ た OS

が 使 用 で き る

・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 も 多 数 選 択 可 能

等 の 理 由 か ら 近 年 は I o T  ( I n t e r n e t  o f  

T h i n g s :モ ノ の イ ン タ ー ネ ッ ト )機 器 と し て の 用 途 が 拡 大 し て い る 。

応 用 例 は 下 記 の 通 り で あ り 、 作 成 者 の 腕 次 第 で は あ る が 用 途 は 無 限 で あ る 。

・ NA S,プ リ ン ト サ ー バ (PC 代 替 )

・ ハ イ レ ゾ ・ A i r P l a y 対 応 の ミ ュ ー ジ ッ ク サ ー バ

・ 温 度 ・ 気 圧 セ ン サ を 使 っ た 気 象 情 報 監 視

・ GP S モ ジ ュ ー ル を 使 っ て NT P サ ー バ

・ 開 閉 セ ン サ で ト イ レ 使 用 状 況 監 視

・ デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ

表 1 主 な 現 行 モ デ ル

3  M o d e l  B +  Z e r o  W H  

値 段 ¥ 4 , 8 6 0 ¥ 1 , 8 0 9

メ モ リ 1 GB  5 1 2 M B  

C P U  4 コ ア  1 . 6GH z ( 6 4 b i t )  1 GHz  

有 線 L A N  あ り な し

無 線 L A N  あ り あ り

サ イ ズ ク レ ジ ッ ト カ ー ド フ リ ス ク

備 考 無 線 無 し ピ ン ヘ ッ ダ 無 し

¥ 6 4 8

図 1 : R a s p b e r r y  P i  本 体  図 1 R a s p b e r r y  P i  本 体



表 2 R a s p b e r r y  P i の イ ン タ フ ェ ー ス ( M o d e l  B +の 場 合 )  

有 線 L AN  1 0 / 1 0 0 / 1 0 00  B A S E - T  

無 線 L AN  I E E E  8 0 2 . 11  b / g / n / a c   2 . 4 / 5 GH z  デ ュ ア ル バ ン ド

B l u e t o o t h  B l u e t o o t h  4 . 2  

ビ デ オ 出 力 HDM I（ r e v.  1 . 3、  1 .4）

コ ン ポ ジ ッ ト  3 . 5 mm 4 極 ジ ャ ッ ク（ PAL、 NT S C）、 DS I

オ ー デ ィ オ 出 力 3 . 5 m m 4 極 ジ ャ ッ ク 、 I 2 S ピ ン ヘ ッ ダ ー

HDM I（ ビ デ オ 出 力 と 共 有 ）  

US B  US B  2 . 0  ×  4  

GP I O コ ネ ク タ 4 0 ピ ン  2 .5 4 mm ピ ン ヘ ッ ダ  

(他 に U A RT,  I 2 C ,  S P I ,  I 2 S ,  P W M ,  5 V 出 力 ,  3 . 3 V 出 力 )  

メ モ リ カ ー ド ス ロ ッ ト  m i c ro  S D メ モ リ カ ー ド

2． 作 成 例

今 回 は 温 度 セ ン サ と 電 源 の 制 御 を 目 的 に 下 記 の よ う な も の を 試 作 し た 。

・ 指 定 温 度 よ り 上 に な っ た ら 扇 風 機 を 回 す

・ 指 定 温 度 よ り 下 に な っ た ら 扇 風 機 を 止 め る

1 )  使 用 し た も の

・ R a s p b e r r y  P i  1  M o d e l  B

・ SSR (ソ リ ッ ド ス テ ー ト リ レ ー )

AC 1 0 0 V を O N/ O FF 制 御 す る 、 2 5 A タ イ プ ¥ 2 50 (秋 月 電 子 )

・ 温 度 セ ン サ ( D S 1 8 B 2 0 )

セ ン サ を ス テ ン レ ス 管 に 入 れ た 防 水 仕 様 、 ¥1 , 0 0 0 程 度

・ 扇 風 機

図 3 温 度 セ ン サ ( DS 1 8 B 2 0 )  
図  2 SS R  



2 )  配 線  

表 3 P i 1  M o d e l  B の GP IO ピ ン ア サ イ ン

3 . 3 V  1  2  5 V  

I 2 C 1  S D A  3  4  5 V  

I 2 C 1  S C L  5  6  G R O U N D  

G P I O  4  7  8  U A RT T X D  

G R O U N D  9  1 0 U A RT R X D  

G P I O  1 7  11  1 2 G P I O  1 8  

G P I O  2 7  1 3  1 4 G R O U N D  

G P I O  2 2  1 5  1 6 G P I O  2 3  

3 . 3 V  1 7  1 8 G P I O  2 4  

G P I O  1 0  1 9  2 0 G R O U N D  

G P I O  9  2 1  2 2 G P I O  2 5  

G P I O  11  2 3  2 4 G P I O  8  

G R O U N D  2 5  2 6 G P I O  7  

3 )  シ ス テ ム 構 築

下 記 の 組 み 合 わ せ で シ ス テ ム を 構 築 し 、 目 的 と す る 動 作 が で き た 。

・ OS は L i n u x ベ ー ス の R a s p b i a n を 使 用

・ セ ン サ ー と の や り と り の 部 分 は p y t h o n

・ PH P を 使 っ て We b ア プ リ ケ ー シ ョ ン 化

・ We b サ ー バ と し て A p a c h e を イ ン ス ト ー ル

・ そ の 他  R e d i s ,  b o o t s t r a p  を 使 用

今 回 は デ モ 環 境 の た め 有 線 ネ ッ ト ワ ー ク を 使 用 し た が 、無 線 ネ ッ ト ワ ー ク を

使 っ て ス マ ー ト フ ォ ン か ら 操 作 す る こ と も 可 能 で あ る 。

4)  作 成 時 の 注 意 点

今 回 使 用 し た 本 体 は 古 い も の だ っ た た め 、 R a s p b i a n  を  イ ン ス  ト ー  ル 後  、 ア ッ プ 

デ ー ト す ら 重 く て ま と も に 動 か な か っ た 。 古 い 本 体 又 は Z e r oシ リ ー ズ の 場 合 は C U Iの

軽 い R a s p  b  i  a n  L i t  e  を 使 っ た 方 が い い 。 

ま た 、 G P I O の ピ ン ア サ イ ン が モ デ ル ご と に か な り 違 う の で 、 使 用 モ デ ル の デ ー タ

シ ー ト は す ぐ 参 照 で き る よ う に し て お く 。

S S R は 接 続 す る 機 器 の 消 費 電 力 が 大 き い 場 合 、 ヒ ー ト シ ン ク な ど の 放 熱 対 策 が 必 要

と な る 。

図  3 配 線



4． ま と め

OS に L i n u x ベ ー ス の R a s p b i a n を 使 用 し た こ と で 、デ ー タ 取 り 込 み な ど 通 常 業 務

の プ ロ グ ラ ミ ン グ 知 識 で 問 題 無 く 目 的 と す る シ ス テ ム が 構 築 で き た 。し か し 、電 子

回 路 の 知 識 は あ る 程 度 は 必 要 と な る 。

今 回 の 経 験 を 基 に 外 部 セ ン サ と し て GP S、9 軸 セ ン サ 、ま た 、USB カ メ ラ を 用 い

て 静 止 画 像 を 撮 影 す る シ ス テ ム を 既 に 構 築 し 、 検 証 中 で あ る 。

参 考 文 献 ・ 参 考 URL 

1） 低 温 調 理 器 自 作 入 門  n a o t a c o 著

2）第 4 1 回「 見 た 目 も 中 身 も コ ン パ ク ト に ！ Ra s p b e r r y  P i  Z e r o を C U I 環 境 で 動 か そ

う 」

h t t p s : / / d e v i c e p l u s . j p / h o b b y / r a s p b e r r yp i _ e n t r y_ 0 4 1 /

3）R a s p b e r r y  P i と 1 - Wi r e ス テ ン レ ス 防 水 温 度 セ ン サ ( D S 1 8 B 2 0 )を 使 っ て 水 温 を 計 る

 h t t p : / / de n s h i k o u s a k u . n e t / r a s p b e r r y - p i - a n d - d s 1 8 b 2 0  

4 )  R a s p b e r r y  P i で 1 - Wi r e デ ジ タ ル 温 度 セ ン サ の DS1 8 B 2 0 を P y t h o n か ら 使 う

 h t t p s : / / q i i t a . c o m/ ma s a t o / i t e ms / c f 5 a 2 7 a f 6 9 6 a 2 7 b 7 3 b 8 6  

5 )  R a s p b e r r y  P i  3  ( R a s p b i a n  J e s s i e )の 無 線 LAN に 固 定 IP ア ド レ ス を 設 定 す る

 h t t p s : / / q i i t a . c o m/ mo mo t a r o 9 8 / i t e ms / f a 9 4 c 0 e d 6 e 9e 7 2 7 f e 1 5 e  

6 )  購 入 可 能 な ラ ズ パ イ 比 較 ( 2 0 1 8 年 5 月 )  

P i  3  M o d e l  B / P i  Z e r o / P i  Z e r o  W / P i 2  M o d e l  B / P i  M o d e l  B +  

h t t p : / / l i t t l e w i n g . h a t e n a b l o g . c o m/ e n t r y / 2 0 1 6 / 0 1 / 2 6 / 13 5 0 4 3  

7 )  R a s p b e r r y  P i 1  の リ ビ ジ ョ ン を 見 分 け る 方 法  

h t t p s : / / q i i t a . c o m/ p g _ n a o yu k i / i t e ms / e f 8 d 7 f d c b b d 2 9 3 18 e 2 2 8  



形 態 観 察 に お け る デ ジ タ ル マ イ ク ロ ス コ ー プ の 活 用  

 

 表 者 名 ： 徳 田  奨  

     所 属 グ ル ー プ 名 ： 機 器 分 析 支 援 グ ル ー プ  

 

1． は じ め に  

分 析 技 術 の 進 化 に よ り 分 析 手 法 は 多 様 化 し 、目 的 に 応 じ て 様 々 な 分 析 方 法 が 選 択

で き る よ う に な っ た 。し か し 、ど の よ う な 分 析 方 法 を 選 択 し た と し て も 、分 析 は 試

料 を 観 る こ と か ら 始 ま る も の と 思 わ れ る 。そ し て こ の「 形 態 観 察 」は 最 も 基 本 的 な

情 報 入 手 の 手 段 と な る 。  

形 態 観 察 の 要 点 は 、試 料 の 色 ・ 形 ・ 表 面 形 状 ・ 寸 法 ・ 質 感 と い っ た 情 報 を 様 々 な

観 点 か ら 観 察 し 、総 合 的 な 情 報 を 記 録 す る 事 に あ る 。ま た 、偏 っ た 認 識 に な ら な い

た め に 、試 料 の 全 体 像 と 微 小 領 域 を 併 せ て 確 認 す る 事 も 重 要 で 、単 に 観 察 倍 率 が 高

け れ ば 良 い と い う も の で も な い 。さ ら に 使 用 す る 機 器 は 分 析 の 最 初 の ス テ ッ プ で あ

る た め 、 操 作 が 容 易 で 誰 で も 気 軽 に 扱 え る の が 望 ま し い 。  

こ こ で は 、 形 態 観 察 に 用 い ら れ る デ ジ タ ル マ イ ク ロ ス コ ー プ に つ い て 紹 介 す る 。 

 

2． デ ジ タ ル マ イ ク ロ ス コ ー プ と は  

デ ジ タ ル マ イ ク ロ ス コ ー プ は 、 光 学 レ ン ズ と C CD カ メ ラ を 組 み 合 わ せ 、 様 々 な

被 写 体 、 観 察 シ ー ン で も 簡 単 に 観 察 で き る 汎 用 性 が 高 い 観 察 シ ス テ ム で あ る 。  

デ ジ タ ル マ イ ク ロ ス コ ー プ に は 従 来 の 光 学 顕 微 鏡 に 必 須 で あ っ た 接 眼 部 は 無 く 、

代 わ り に C C D カ メ ラ を 搭 載 し て モ ニ タ ー に 拡 大 像 を 写 し 出 す 。 さ ら に 、 CC D カ メ

ラ は 本 体 と ケ ー ブ ル で 繋 が る だ け の た め 、試 料 で は な く カ メ ラ 自 体 を 動 か し 、様 々

な 角 度 か ら の 観 察 お よ び 撮 影 が 可 能 で あ る 。ま た レ ン ズ に つ い て も 、複 数 の 倍 率 の

異 な る 対 物 レ ン ズ が 、 ズ ー ム レ ン ズ 一 つ に な る た め 、 レ ン ズ 交 換 を す る こ と な く 、

一 定 の 範 囲 内 で 観 察 対 象 を 視 認 し な が ら 任 意

の 倍 率 へ の 変 更 が 容 易 に 行 え る た め 、 連 続 し

た 観 察 が 可 能 で あ る 。  

さ ら に 、 画 像 を デ ジ タ ル 化 し た だ け で は な

く 、 デ ジ タ ル 機 器 な ら で は の 機 能 と し て 、 モ

ニ タ ー 上 で の 測 長 、 画 像 合 成 、 3D 表 示 、 動 画

撮 影 機 能 な ど が 搭 載 さ れ 、 一 般 的 な 光 学 顕 微

鏡 よ り 測 定 機 器 と し て の 機 能 を 強 化 し た 顕 微

鏡 と 言 え る 。  

 

3． 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 と の 比 較  

近 年 、 表 面 分 析 の 代 表 と な っ た 走 査 型 電 子 顕 微 鏡  (S E M)だ が 、 最 初 の 観 察 方 法

と し て 最 適 と は 言 え な い 。そ の 理 由 は 、前 処 理（ 走 査 す る 電 子 の 滞 留 を 防 ぐ た め の

図 1  デ ジ タ ル マ イ ク ロ ス コ ー プ  



導 通 処 理 や 、試 料 を 装 置 内 に 導 入 で き る サ イ ズ に す る た め の 加 工 ）が 必 要 な 場 合 が

多 い 。試 料 に 電 子 線 を 照 射 し 、そ の 時 に 発 生 す る 信 号 を 検 出 し 、そ の 信 号 量 の 大 小

を グ レ ー ス ケ ー ル で 観 察 用 モ ニ タ ー に 表 示 す る た め 、 色 情 報 が 得 ら れ な い 。 S E M

は 真 空 中 で 試 料 を 観 察 す る た め 、試 料 室 内 の 真 空 状 態 を 作 り 出 す た め の 排 気 が 必 要

に な る な ど 、機 器 操 作 に お け る 一 定 の 技 術 が 必 要 で あ り 、装 置 の 操 作 が 難 し い な ど

が 挙 げ ら れ る 。  

し か し 、 デ ジ タ ル マ イ ク ロ ス コ ー プ よ り 分 解 能 が 良 く 、 S E M 特 有 の 機 能 と し て

組 成 像 (原 子 番 号 に よ る コ ン ト ラ ス ト 差 )の 観 察 が 可 能 で あ り 、目 的 に 応 じ た 使 い 分

け が 必 要 で あ る 。    

 

4． そ れ ぞ れ の 特 徴  

形 態 観 察 に 用 い ら れ る 光 学 顕 微 鏡 、S E M、デ ジ タ ル マ イ ク ロ ス コ ー プ の 特 徴 を 表

1 に 示 す 。  

表 1 光 学 顕 微 鏡 、 SE M、 デ ジ タ ル マ イ ク ロ ス コ ー プ の 特 徴  

 光 学 顕 微 鏡  

 

S E M 

 

デ ジ タ ル  

マ イ ク ロ ス コ ー プ  

操 作 性  簡 単  難 し い  簡 単  

観 察 倍 率  ～ 数 十 倍  ～ 数 万 倍  ～ 数 千 倍  

色 情 報  あ り  な し  あ り  

測 長 機 能  な し  あ り  あ り  

試 料 表 面 へ の 影 響  な し  あ り  な し  

 

5． ま と め  

本 学 の 共 用 設 備 セ ン タ ー に 共 同 利 用 機 器 と し て デ ジ タ ル マ イ ク ロ ス コ ー プ（ (株 )

キ ー エ ン ス 製  VHX -5000）が 設 置 さ れ て い る 。形 態 観 察 に デ ジ タ ル マ イ ク ロ ス コ ー

プ を 活 用 す る こ と で 、一 般 的 な 光 学 顕 微 鏡 で 不 便 に 感 じ て い る こ と（ 低 倍 率 で の 観

察 し か で き な い 、写 真 撮 影 が で き な い 、複 数 人 で 同 時 観 察 が で き な い な ど ）や 、SE M

で 不 便 に 感 じ て い る（ 試 料 の 色 が 判 断 で き な い 、試 料 サ イ ズ に 制 限 が あ る 、前 処 理

や 観 察 に 時 間 が か か る な ど ） こ と を 解 決 で き る 。  

デ ジ タ ル マ イ ク ロ ス コ ー プ が 形 態 観 察 の 選 択 肢 を 増 や す こ と で 、本 学 の 教 育 研 究

活 動 の 一 助 と な る こ と を 期 待 す る 。  

 

参 考 文 献  

(株 )キ ー エ ン ス ， 技 術 資 料 ， 4 つ の 顕 微 鏡 の 課 題 を 1 台 で 解 決  

 

 

 

 









３ ）  ロ ジ ッ ク ツ リ ー  

 全 体 目 標 だ け で は メ ン バ ー 一 人 一 人 の 目 標 が 見 え に く く 、 や る 気 が 起 き 難 い 。 ロ ジ

ッ ク ツ リ ー で は 、 全 体 の 目 標 を 共 有 し な が ら 、 中 目 標 ⇒ 小 目 標 と ブ レ ー ク ダ ウ ン し 、

ゴ ー ル を 具 体 的 レ ベ ル に 落 と し て い く の に 役 立 つ 。  

使 い 方  

１ ）  全 体 目 標 を は っ き り 明 示 す る  

２ ）  参 加 者 の 意 見 を 求 め て 、 目 標 達  

成 の た め の 手 段 を ツ リ ー 状 に 展 開 す る  

３ ）  モ レ ・ ダ ブ リ が な い か 、 目 標 の  

関 連 に 矛 盾 が な い か 見 直 す  

４ ）  具 体 的 な 解 決 策 を 決 定 す る  

使 う た め の ヒ ン ト  

※ ロ ジ ッ ク ツ リ ー を み ん な で つ く る こ

と で 、 チ ー ム ス ピ リ ッ ト が 生 ま れ る 。 

※ 目 標 は 具 体 的 な レ ベ ル ま で ブ レ ー

ク ダ ウ ン す る 。  

※ そ れ ぞ れ の 目 標 は 、 測 定 可 能 （ 検 証 ） な も の に す る 。  

※ ロ ジ ッ ク ツ リ ー は 、 定 期 的 に 見 直 し を す る 。  

※ 日 常 の 行 動 が 目 標 に う ま く つ な が っ て い る か を 振 り 返 っ て み る 。  

４ ）  ペ イ オ フ マ ト リ ッ ク ス  

 出 て き た た く さ ん の ア イ デ ア か ら 、

ど れ を 選 ん で 実 行 す る か を で き る だ け 、

合 理 的 に 判 断 し た い と き に 役 立 つ の が

ペ イ オ フ マ ト リ ッ ク ス で あ る 。 判 断 基

準 を 二 つ 選 ん で ア イ デ ア を 評 価 し 、 ２

軸 で 可 視 化 し て 意 思 決 定 を 促 す 。  

使 い 方  

１ ）  提 案 を 評 価 す る 重 要 ２ 軸 を 選 び 、 

そ れ ら の マ ト リ ッ ク ス を つ く る  

２ ）  ポ ス ト イ ッ ト に ア イ デ ア 1 件 １ 枚 で 書 出 す  

３ ）  そ の ポ ス ト イ ッ ト を マ ト リ ッ ク ス の 中 に 貼 付 け な が ら 、 位 置 づ け を 議 論 す る  

４ ）  一 番 右 上 の も の か ら 順 次 目 標 が 達 成 す る と こ ろ ま で 選 定 す る  

使 う た め の ヒ ン ト  

※ 効 果 や コ ス ト の 大 き さ を 厳 密 に は じ き 出 す の は 時 間 が か か る 。 あ ま り 厳 密 に 考 え ず

に さ っ さ と 一 度 提 案 を マ ト リ ッ ク ス の 上 に 並 べ る こ と 。 そ れ で 、 か な り の ア イ デ ア が

ふ る い に か か り る 。 詳 細 な 検 討 は 、 そ の 後 で 十 分 で あ る 。  

 

3． ま と め  

表 4 ロ ジ ッ ク ツ リ ー  

表 5 ペ イ オ フ マ ト リ ッ ク

 



本 研 修 会 で の 講 義 は 大 変 有 用 な 内 容 が 多 数 あ り 、 本 学 技 術 職 員 に 知 っ て ほ し い 内 容

な の で 北 見 工 業 大 学 技 術 部 研 修 会 で 報 告 し た 。  

今 回 の 発 表 は 、 研 修 会 講 義 内 容 の 一 部 に 過 ぎ ず 、 そ の 他 タ イ ム マ ネ ジ メ ン ト 、 コ ー

チ ン グ ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン コ ー チ ン グ と リ ー ダ ー シ ッ プ の 講 義 資 料 を 保 管 し て い る

の で 興 味 の あ る 方 は 一 読 し て ほ し い 。  

 

お わ り に  

本 研 修 会 の 講 師 の 方 々 、大 変 有 意 義 な 講 義 を あ り が と う ご ざ い ま し た 。ま た 、本

研 修 会 を 企 画 さ れ た 、実 行 委 員 の 方 々 に 大 変 お 疲 れ 様 で し た と 、同 時 に 感 謝 申 し 上

げ ま す 。  

参 考 資 料  

北 海 道 地 区 国 立 大 学 法 人 等 技 術 職 員 研 修 、 株 式 会 社 ア ム リ プ ラ ザ  

 

メモ  

















平成30年度　国立大学法人北見工業大学技術部技術員研修会

　標記研修会は、北見工業大学技術部組織規程第13条に基づき、毎年実施している

　研修である。　今年度は、下記日程・内容で実施することとする。

記

日　時：平成30年 8月 21日（金）　9：00～15：55

場　所：三号館2階 多目的講義室

平成30年度　国立大学法人北見工業大学技術部技術員研修日程

時　間 内　容

開　講　式

技術部長  　三上　修一

副学長講演

副学長　　榮坂　俊雄

休　憩

技術部長講演

昼　食

技術発表

1 『形態観察におけるデジタルマイクロスコープの活用』

ものづくり支援グループ　　杉野　豪

3 『Raspberry Piを使ってみました 』
情報処理支援グループ 宇野　珠実

4 『Excel VBA による作業の簡略化』
環境安全支援グループ 須澤　啓一

※発表12分　質疑応答3分

休　憩

先輩講話　『機械屋のものづくり　４０年』
百武　欣二

室長講話　『奨励研究への申請・組織見直しについて』

中西　喜美雄

閉　講　式

室長　山根　美佐雄

2

15:55

14:50

15:45

機器分析支援グループ　　　徳田　奨

『平成29年度北海道地区国立大学法人等技術職員研修会の参加
　報告 』

09:00

09:05

13:00

14:00

14:10

12:00

10:30

10:40
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学外研修・出張報告





グループ研修報告 



平成 30 年度 グループ研修報告 

No. 実施グループ 研修題目 研修内容 研修指導者 研修期間 参加者 

1 
情報処理支援 

グループ 

ソリッドワーク

スを使用して図

面から四つの部

品を作成し、3D

プリンタでその

四つの部品を 製

作し組立てる

3D-CAD ソフトであるソリッ

ドワークを使用して図面か

ら四つの部品を作成し、その

データから 3D プリンタ

(MUTOH)で四つの部品を作製

し組立てる(立方体パズル) 

大森 誠一 
平成 31 年 3月 4日

宇野 珠実 

奥山 圭一 

常田 妃登美 

宿院 信博 

松本 正之 

熊本 慎也 

折原 淳 

ものづくり支援

グループ 
施設見学 

北見工業技術センター施設

見学 
杉野 豪 平成 31 年 3月12日 

石澤 真也 

佐藤 敏則 

杉野 豪 

長谷川 稔 

堂田 誠治 

山田 忠永 

21
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情報処理支援グループ研修説明用料 

ソリッドワークスを使用して図面から四つの部品を作成し、３D プリンタでその四つの部品を

製作し組立てる。 

日時・場所: 

第 1 回目 3 月 4 日 9：30～12：00 

12 号棟（旧機械工学科 2 号棟）４F CAD 室 

第 2 回目 チーム K  3 月 11 日 11:00～12：00 

チーム T 3 月 25 日 13：30～14：30

12 号棟（旧機械工学科 2 号棟）１F 材料力学第 2 実験室 

持参：前回のグループ研修で使用した USB メモリ 
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説明 1 
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図 JIS にもとづく標準製図法より 
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説明 2 

30



説明 3 

31



ファイルの保存形式ソリッドワーク用「SLDPRT」と「TSL」3D プリンタの G コード変換用の二つ

を保存してください。 
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説明４ 
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３D プリンタで部品作製 

3D プリンタ：MUTOH Value 3D MagiX MF-2500EP 

画像：武藤工業株式会社ホームページより https://www.mutoh.co.jp/ 

使用ソフト：slic3r 1.2.9（G コード） 
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制御ソフト：MF-2500EP 

使用材料（フィラメント）：PLA 1.75mm(青、赤、黄、紫) 

画像：武藤工業株式会社ホームページより https://www.mutoh.co.jp/ 

PLA はポリ乳酸で植物由来の樹脂です。 

特徴として 

・熱変性が小さい

・造形がしやすい

上記の性質から扱いやすい初心者向きと言えます。 

欠点として 

・湿気を吸いやすい

・表面が硬いので造形後に表面を磨く、または塗装することに適していない
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研修会・講習会等参加状況 



平成 30 年度 研修会・講習会等参加状況 

(技術部予算を使用しない研修会・講習会等) 

学内で開催された研修会・講習会 

No. 講習会・研修会名 期間 主催機関名 参加者 

1 
平成 30 年度国立大学法人北見工業

大学メンタルヘルス研修 
平成 31 年 2 月 25 日 北見工業大学 

宇野 珠実、奥山 圭一、佐藤 敏則 

宿院 信博、杉野 豪、須澤 啓一 

常田 妃登美、堂田 誠治、信山 直紀 

橋本 晴美、長谷川 稔、松田 弘喜 

三橋 恵治、森脇 幸伸、山田 忠永 

山田 洋文、山根 美佐雄 

2 平成 30 年度個人情報保護研修 平成 31 年 3 月 1 日 北見工業大学 

宇野 珠実、大森 誠一、宿院 信博 

杉野 豪、 徳田 奨、 橋本 晴美 

長谷川 稔、松本 正之、三橋 恵治 

森脇 幸伸、山田 洋文、山根 美佐雄 

学外で開催された研修会・講習会 

No. 講習会・研修会名 期間 主催機関名 参加者 

1 
エネルギー分散形 X 線分析装置

(EDS)基礎講座 
平成 30 年 6 月 22 日 日本電子株式会社 徳田 奨 

2 
平成 30 年度国立大学法人機器・

分析センター協議会 
平成 30 年 10 月 26 日 

国立大学法人岩手大学 

研究基盤管理機器分析 

部門 

白川 和哉 

3 
分析化学における不確かさ研修

プログラム 

平成 30 年 11 月 1 日〜 

11 月 2 日 

(社)日本分析化学会 

日本電気計器検定所 
白川 和哉 

4 
第 922 回 ガスクロマトグラフィ

ー入門(パックド)講習会 

平成 31 年 2 月 28 日〜 

3 月 1 日 

株式会社島津製作所  

グローバルアプリケー 

ション開発センター

須澤 啓一 

40



会議等 

No. 講習会・研修会名 期間 主催機関名 参加者 

1 
国立大学法人機器・分析センター協

議会技術職員会議 2018 
平成 30 年 10 月 26 日 

国立大学法人岩手大学研

究基盤管理機器分析部門 
白川 和哉 
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地域貢献活動 



技術部主催による地域貢献 

対象者 実施日 実施内容 担当者 

1 
三楽児童センター出前

体験学習 
小中学生 

平成 30 年 

9 月 28 日 

キューブパズルを作ろう

大森 誠一、宇野 珠実 

熊本 慎也、宿院 信博 

常田 妃登美 

むらさきキャベツの色を変

えよう 

橋本 晴美、白川和哉 

徳田 奨、 山根 美佐雄 

マグナス cup どこまで飛ば

せる 

佐藤 敏則、杉野 豪 

長谷川 稔、山田 忠永 

パラシュートを作って高い

ところから落としてみよう 

須澤 啓一、三橋 恵治 

坪田 豊 

中西喜美雄、百武 欣二 

2 冬休み親子工作教室 

小学生親子 

68 組(児童 67 名

保護者 45 名) 

平成 31 年 

1 月 09 日～ 

1 月 12 日

ガラス彫刻 

長谷川 稔、宇野 珠実 

奥山 圭一、白川 和哉 

宿院 信博、常田 妃登美 

アクセサリータワー 大森 誠一、山根 美佐雄 

自分だけの宝箱 山田 忠永、佐藤 敏則 

ラジオ作製
徳田 奨、  石澤 真也 

松本 正之、熊本 慎也 

中西 喜美雄、杉野 豪 
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技術部が担当した地域貢献 

対象者 実施日 実施内容 担当者 

1 
東陵中学校第 3 学年総合

学習「上級学校訪問」 

中学生 

（10 人） 

平成 30 年 

6 月 27 日 
電子回路製作 

徳田 奨、 山田 忠永 

石澤 真也、熊本 慎也 

2 
おもしろ科学実験 

(主催：北見工大) 

小学生 

中学生 

（591 人（全体）） 

平成 30 年 

8 月 4 日 

オリジナルデザインの写真

立てをつくろう!

（小学生対象） 

杉野 豪、 宇野 珠実 

奥山 圭一、宿院 信博 

長谷川 稔、松本 正之 

白川 和哉 

お湯で溶ける低融点合金の

製造（小中学生対象） 

須澤 啓一、橋本 晴美 

坪田 豊 、三橋 恵治 

3 

プログラミング教育に 

係る管理職等研修会 

(主催：北見市教育委員会、

北見工大) 

小学校教諭 各

校 2 名（市内小

学校 24 校） 

平成 30 年 

9 月 4 日～

9 月 5 日 

プログラミング教育 

について PC ソフトを 

使用した講座 

奥山 圭一、宇野 珠実 

折原 淳、 宿院 信博 

常田 妃登美 

4 
高校体験学習 

(主催：北見工大) 

訓子府高校 

1 年生：26 名 

引率教諭：2 名 

平成 30 年 

11 月 2 日 

文鎮製作 堂田 誠治、山田 忠永 

電子回路作製 
徳田 奨、 松本 正之 

熊本 慎也 

サンドブラスト

杉野 豪、 石澤 真也 

白川 和哉、長谷川 稔 

山根 美佐雄 

プログラミング体験 
奥山 圭一、折原 淳 

宿院 信博、常田 妃登美 

5 
端野小学校プログラミング

教育研修 

小学校教諭 

教諭：15 名 

平成 30 年 

12 月 17 日 
プログラミング研修 

奥山 圭一、宇野 珠実 

折原 淳、 宿院 信博 

常田 妃登美 

6 

小中学校教諭対象 

理科実験研修 

（主催：北見市教育委員会、 

北見工大） 

小中学校教諭 
平成 31 年 

1 月 10 日 
化学実験 

須澤 啓一、橋本 晴美 

三橋 恵治、坪田 豊 
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平成 30 年度 技術部活動日誌 

年 月 日 内   容 

平成 30 年 

4 月 3 日 

4 月 11 日 

4 月 25 日 

5 月 15 日 

5 月 17 日 

5 月 30 日 

6 月 22 日 

6 月 27 日 

6 月 29 日 

7 月 4 日 

8 月 4 日 

8 月 7 日 

8 月 7 日 

8 月 21 日 

8 月 23 日 

9 月 4 日 

9 月 5 日 

9 月 7 日 

9 月 19 日 

9 月 26 日 

9 月 28 日 

10 月 2 日 

11 月 25 日 

11 月 2 日 

11 月 5 日 

11 月 5 日 

11 月 29 日 

12 月 10 日 

12 月 17 日 

12 月 18 日 

平成 31 年 

1 月 9 日 

1 月 11 日 

1 月 16 日 

1 月 21 日 

1 月 22 日 

2 月 25 日 

3 月 12 日 

3 月 13 日 

3 月 25 日 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

第 1 回研修委員会会議 

第 1 回企画運営会議 

第 1 回地域貢献委員会 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

第 2 回企画運営会議 

第 2 回地域貢献委員会 

東陵中学校第３学年総合学習 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

第 3 回企画運営会議 

おもしろ科学実験 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

第 3 回地域貢献委員会 

平成 30 年度北見工業大学技術部技術員研修会 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

プログラミング教育に係る研修会（5 日まで） 

第 4 回企画運営会議 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

中期面談 

第 5 回企画運営会議 

三楽児童センター出前体験学習 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

第 4 回地域貢献委員会 

大学見学会（訓子府高校） 

第 6 回企画運営会議 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

第 7 回企画運営会議 

端野小学校プログラミング教育研修 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

冬休み親子工作教室（12 日まで） 

小中学校教諭対象理科実験研修 

技術部ホームページの掲載情報更新（広報委員会） 

第 8 回企画運営会議 

第 5 回地域貢献委員会 

第 9 回企画運営会議 

ものつくり支援グループ研修 

技術職員期末面談（15 日まで） 

第 10 回企画運営会議 
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平成 30 年度 パソコン相談室利用実績 

平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日 

１．相談室開室場所 

技術部室内パソコン相談室 

２．相談室開室時間（窓口相談） 

教職員 

学生 

月曜日～金曜日 

（休業日除く） 
9:00～12:00 13:00～17:00 

３．相談受付件数 

平成 31 年 3 月 31 日現在（窓口・メール・電話相談すべて含む） 

相談者 相談件数(前年比) 

学生 94(-3) 

教職員 177(+13) 

合計 271(+10) 

対応時間: 446h40m 

（内訳）学  生: 205h15m 教職員: 241h25m 

＊教職員・学生向けの相談は随時、電話・メールでも相談受付けを行っている。 

＊後期からパソコン相談室の Twitter を開始し学生への情報提供を行っている。 
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各 種 会 議 ・ 委 員 会 名 簿



各 種 会 議 ・ 委 員 会 名 簿

会議・委員会 構成員 

評価判定会議 技術部長、大学運営支援室室長、学部・大学院支援室室長 

企画運営会議 

技術部長、大学運営支援室室長、学部・大学院支援室室長 

情報処理支援グループ長、環境安全支援グループ長 

ものづくり支援グループ長、機器分析支援グループ長 

グループ会議 各グループに所属する技術員(技術専門員・再雇用職員も含む) 

全体会議 技術部長および全技術員 

研修委員会 橋本 晴美、宇野 珠実、佐藤 敏則、白川 和哉、常田 妃登美、坪田 豊 

広報・システム委員会 大森 誠一、奥山 圭一、長谷川 稔、松本 正之、三橋 恵治、 

地域貢献委員会 杉野 豪、熊本 慎也、須澤 啓一、徳田   奨、山田 忠永 
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